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再
伸
若
し
御
不
参
二
候
ハ
蚤
来
ル
十
日
ま
で
二
其
旨
御
報
知
相
成

度
候
也

理
学
部
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
ス
氏
義
今
回
帰
國
二
付
送
別
之
為
メ
来
ル
十
三

日
午
后
五
時
築
地
精
養
軒
二
於
テ
晩
餐
饗
応
可
致
二
付
御
出
席
可
有
之

候
也

明
治
十
四
年
十
二
月
八
日

岩
佐
巌
殿
和
田
維
四
郎
殿

今
般
ブ
ラ
ウ
ン
ス
氏
帰
国
二
付
饗
応
之
節
文
部
卿
輔
其
地
江
之
招

状
貴
案
之
通
リ
ニ
而
可
然
哉

粛
啓
、
本
学
理
学
部
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
ス
氏
義
今
回
帰
国
二
付
送
別
之
為

メ
来
ル
十
三
日
午
後
五
時
築
地
精
養
軒
二
於
テ
晩
餐
饗
応
可
致
候
条
該

日
時
御
實
臨
有
之
度
、
此
段
卿
輔
江
ハ
申
上
及
候
也

明
治
十
四
年
十
二
月
八
日
加
藤
總
理

福
岡
卿
九
鬼
少
輔
濱
尾
大
書
記
官

池
田
文
書
の
研
究
（
二
十
三
）

’
四
一
六
加
藤
弘
之

皿
明
治
十
四
年
十
二
月
八
日

池
田
文
書
研
究
会

－
１
１
）

来
ル
ー
十
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
六
時
方
上
野
精
養
軒
ニ
テ
ゴ
ッ
チ
ェ
饗

応
之
節
ハ
御
臨
席
相
成
度
候
也

十
五
年
一
月
廿
三
日

加
藤
弘
之

池
田
謙
斎
殿

（
田
中
）

（
１
）
ゴ
ッ
チ
ェ
…
…
〆
閏
｝
○
胃
尉
計
画
ｐ
ｏ
ｇ
厨
呂
の
ド
イ
ツ
の
キ
ー
ル

大
学
で
地
質
学
お
よ
び
古
生
物
学
を
教
え
、
明
治
十
五
年
来
日
、
東

京
大
学
理
学
部
地
質
学
教
師
と
な
る
。
明
治
十
七
年
三
月
解
任
と

な
り
帰
国
。

（
マ
マ
）

（
封
筒
表
）
駿
河
台
南
甲
賀
町
池
田
謙
斎
殿

（
封
筒
裏
）
上
弐
番
町
加
藤
弘
之
御
返
辞
ハ
大
学
へ
遺
可
被
下
候

妬
明
治
十
五
年
一
月
三
十
日

一
三
八
六
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

過
明
治
十
五
年
一
月
二
十
三
日

一
四
○
八
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

西
加
藤
ハ
ロ
達
二
而
可
然
哉

（
遠
藤
）
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（
消
印
・
一
五
・
一
・
三
○
）

（
１
）

拝
呈
、
先
日
一
寸
御
話
申
上
置
候
東
京
大
学
幹
事
之
事
発
表
二
付
て
ハ
、

即
腹
中
ヲ
可
申
立
存
候
故
処
、
石
黒
も
同
様
申
立
可
然
卜
申
説
モ
有
之
、

。
Ｏ

小
生
も
右
様
不
考
ニ
ハ
無
之
候
得
共
、
幹
事
ハ
総
理
ノ
命
ヲ
受
ヶ
云
々

と
申
職
掌
ニ
テ
、
自
然
従
来
之
総
理
補
助
ョ
リ
モ
権
力
之
劣
リ
タ
ル
姿

二
相
成
、
可
成
候
事
故
石
黒
ヲ
右
へ
加
へ
候
テ
ハ
必
不
平
二
可
有
之
卜

相
考
申
候
、
併
貴
考
如
何
哉
、
貴
考
二
て
ソ
レ
ニ
テ
モ
矢
張
同
氏
モ
幹

事
二
相
成
候
方
可
然
卜
之
御
説
二
候
得
ハ
早
速
申
立
候
様
可
致
卜
存

候
、
価
て
一
応
御
内
談
申
上
候
、
概
略
速
二
御
答
奉
願
候
也

一
月
三
十
日

（
斎
藤
）

（
１
）
東
京
大
学
幹
事
：
。
：
・
総
理
を
助
け
て
大
学
の
事
務
に
当
た
る
者
と

し
て
明
治
十
五
年
一
月
二
十
七
日
の
太
政
官
達
で
定
め
ら
れ
、
同

年
二
月
十
五
日
服
部
一
三
が
幹
事
に
任
命
さ
れ
た
。プ

ロ
フ
ッ
ソ
ー
ル

謹
呈
愈
御
安
泰
之
趣
奉
敬
賀
候
、
然
れ
ハ
先
日
理
学
部
教
授
年
棡
嬬

三
郎
、
右
大
病
二
付
小
生
周
旋
ニ
テ
ベ
ル
ッ
え
診
察
ヲ
頼
、
一
度
右
宅

へ
参
り
呉
候
処
、
追
々
快
方
二
向
上
候
二
付
テ
ハ
、
先
シ
右
之
謝
儀
ヲ

送
り
可
申
候
処
、
謝
儀
金
額
ハ
何
程
位
ニ
テ
可
然
哉
、
先
日
中
之
御
話

ニ
テ
ハ
極
上
等
ニ
テ
拾
円
、
其
次
七
八
円
位
之
よ
し
故
、
多
分
七
八
円

Ⅳ
明
治
年
二
月
十
五
日

一
四
一
一
○
（
加
藤
弘
之
）
欠

位
ニ
テ
可
然
哉
ト
モ
存
候
得
共
、
併
し
近
来
銀
貨
紙
幣
之
相
場
モ
余
程

違
候
故
、
或
ハ
右
ニ
テ
不
都
合
二
候
哉
否
、
御
勘
考
之
辺
十
分
御
示
し

被
下
度
、
此
段
一
応
伺
試
候
、
乍
略
義
書
中
に
て
相
願
候
也

二
月
十
五
日

（
斎
藤
）

も
り

（
１
）
平
岡
盛
三
郎
…
・
・
・
市
川
盛
三
郎
、
慶
応
二
年
幕
府
派
遣
留
学
生
と

し
て
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
。
帰
国
後
新
政
府
に
出
仕
し
、
大
阪
理
学
校

で
理
化
学
を
指
導
。
リ
ッ
テ
ル
の
講
義
を
訳
し
て
『
理
化
日
記
」
を

訳
述
。
明
治
十
三
年
東
京
大
学
理
学
部
講
師
、
の
ち
教
授
と
な
り
物

理
学
を
担
当
。
明
治
十
五
年
十
月
二
十
六
日
没
、
年
三
十
。

（
朱
蕊
）
（
１
）

予
科
ヲ
予
備
門
二
合
併
候
事
ハ
か
ね
て
考
居
候
事
、
文
部
省
に
て
も
同

様
話
も
有
之
二
付
テ
ハ
、
秀
別
紙
之
様
二
建
議
候
て
ハ
如
何
、
一
応
御

相
談
申
上
候
、
尤
当
分
之
処
ハ
三
宅
之
右
事
務
兼
勤
候
様
、
文
部
卿
よ

り
被
達
候
様
有
之
、
可
然
哉
、
右
様
予
備
門
二
合
ス
ル
件
ハ
、
予
科
卒

業
之
も
の
ハ
遍
二
徴
兵
免
役
に
も
有
之
、
生
徒
ノ
為
メ
ニ
モ
余
程
都
合

よ
ろ
し
く
卜
存
候
、
尤
学
科
規
則
等
ハ
夫
レ
々
々
異
同
有
之
ハ
当
然
ト

存
候
条
、
此
殿
御
内
議
致
候
条
御
勘
考
御
答
被
下
度
候
也

（
？
】
）

三
月
一
日

（
斎
藤
）

肥
明
治
（
十
五
）
年
三
月
一
日

一
四
二
二
（
加
藤
弘
之
）
欠
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医
学
部
寄
宿
廃
止
之
事
御
建
白
位
に
て
ハ
容
易
ニ
キ
マ
リ
不
付
、
然
ル

ー
来
月
一
日
よ
り
脚
気
ノ
方
ハ
迫
り
居
候
事
故
、
何
分
右
廃
止
之
事
早

ク
運
不
申
候
て
ハ
不
相
成
候
間
、
今
日
寄
宿
監
督
杉
浦
ヲ
文
部
省
へ
遺

し
内
談
為
致
候
処
、
何
分
議
論
マ
ト
マ
リ
不
申
よ
し
、
就
て
ハ
一
日
も

（
１
）

遅
延
之
出
来
不
申
義
故
、
明
後
十
日
服
部
幹
事
医
学
部
へ
出
頭
為
致
候

間
、
貴
下
に
も
御
く
り
あ
わ
せ
必
御
出
頭
相
成
度
、
此
段
申
進
候
也

三
月
初
八

（
斎
藤
）

（
１
）
服
部
…
…
服
部
一
三
、
嘉
永
四
年
山
口
藩
士
渡
辺
兵
蔵
の
二
男
と

し
て
生
ま
れ
る
。
明
治
二
年
ア
メ
リ
カ
に
留
学
、
ロ
ト
ゲ
ル
ス
カ
レ

ッ
ジ
理
学
部
で
学
ぶ
。
明
治
八
年
帰
朝
し
、
の
ち
東
京
英
語
学
校

長
、
東
京
大
学
予
備
門
主
幹
と
な
り
、
の
ち
東
京
大
学
法
学
部
理
学

部
文
学
部
総
理
補
を
兼
ね
る
。
さ
ら
に
大
阪
専
門
学
校
総
理
、
文
部

省
書
記
官
、
東
京
大
学
法
学
部
長
を
兼
ね
、
ま
た
東
京
大
学
予
備
門

長
、
同
大
学
幹
事
長
と
な
る
。
明
治
二
十
四
年
岩
手
県
知
事
と
な
っ

て
以
来
、
広
島
、
長
崎
、
兵
庫
県
知
事
を
歴
任
。
昭
和
四
年
没
。
年

三
一
三
八
（
加
藤
弘
之
）
（
池
田
謙
斎
）

四
明
治
（
十
五
）
年
三
月
八
日

（
２
）
前
注
よ
り
明
治
十
五
年
と
推
定
さ
れ
る
。

（
１
）
合
併
…
：
．
医
学
部
予
科
垂

治
十
五
年
六
月
で
あ
る
。

医
学
部
予
科
を
東
京
大
学
予
備
門
に
合
併
し
た
の
は
明

学
位
規
則
改
革
之
事
二
付
先
日
よ
り
各
学
部
長
ト
モ
相
談
致
シ
、
医
学

部
之
方
ハ
三
宅
卜
相
談
一
通
り
草
稿
丈
ハ
出
来
候
二
付
昨
日
医
学
部
に

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

（
封
筒
裏
）
四
月
七
日

来
ル
十
二
日
（
水
曜
日
）
午
後
六
時
よ
り
上
野
精
養
軒
二
て
文
学
部
教
師

ラ
ト
ゲ
ン
方
晩
餐
饗
応
之
節
は
御
臨
席
被
下
度
候
也

十
五
年
四
月
七
日

加
藤
弘
之

池
田
謙
斎
殿

（
田
中
）

（
１
）
ラ
ト
ゲ
ン
…
・
・
・
〆
閏
一
詞
呉
厨
２
（
一
八
五
五
～
一
九
一
二
）
明
治

十
五
年
四
月
来
日
、
東
京
大
学
文
学
部
教
師
と
な
り
行
政
法
お
よ

び
政
治
学
を
教
授
。
明
治
二
十
三
年
満
期
解
任
と
な
り
帰
国
。
農
商

務
省
の
嘱
託
と
し
て
取
引
所
関
係
法
規
の
立
案
に
参
画
。

副
明
治
（
十
五
）
年
五
月
十
七
日

一
四
○
三
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

釦
明
治
十
五
年
四
月
七
日

一
四
○
九
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

七
十
九
。
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て
御
相
談
可
致
卜
存
候
処
御
出
席
無
之
二
付
テ
、
右
ハ
可
成
急
キ
候
上

文
部
之
許
可
ヲ
経
不
申
候
て
ハ
不
相
成
、
文
部
に
て
も
随
分
議
論
も
可

有
之
ト
存
候
故
、
廿
二
日
比
諮
訶
会
二
か
け
申
度
卜
存
候
二
付
て
ハ
可

成
其
前
二
十
分
貴
意
も
伺
度
、
伺
候
上
二
て
草
案
も
改
度
候
問
、
何
卒

一
両
日
中
大
群
へ
御
出
張
被
下
度
此
段
願
候
也

五
月
十
七

（
田
中
）

（
封
筒
表
）
駿
河
台
北
甲
賀
町
池
田
謙
斎
殿

（
封
筒
裏
）
上
弐
番
町
四
十
四
番
加
藤
弘
之
消
印
一
五
・
五
・
一

八学
士
改
則
之
事
、
実
ハ
文
部
省
之
考
二
て
ハ
今
年
よ
り
直
二
改
則
二
充

テ
度
ト
ノ
主
意
二
有
之
候
、
然
ル
ー
小
生
等
ノ
考
二
て
ハ
右
ハ
甚
敷
不

都
合
故
三
学
部
ハ
来
学
年
よ
り
医
学
部
よ
り
追
々
二
改
則
ニ
充
テ
候
筈

｜
一
て
草
案
ヲ
起
シ
候
事
二
て
、
右
極
マ
リ
ニ
付
候
上
ハ
一
日
も
早
く
公

達
致
不
申
候
て
ハ
生
徒
二
於
て
ハ
頗
ル
困
却
も
可
有
之
候
間
、
可
成
速

二
諮
訶
会
二
か
け
申
度
、
夫
故
実
ハ
今
明
日
中
必
十
分
御
相
談
も
遂
ヶ

度
候
処
其
義
出
来
不
申
候
て
ハ
、
諮
詞
会
追
々
延
引
致
候
間
、
明
日
頃

ハ
会
員
へ
議
案
ヲ
送
り
、
廿
二
日
午
後
一
時
よ
り
右
会
ヲ
開
キ
申
度
間
、

可
成
ハ
該
日
二
御
出
席
被
下
十
分
御
討
論
被
下
候
様
偏
二
御
依
頼
申
上

型
明
治
十
五
年
五
月
十
八
日

一
四
一
二
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

候
、
此
段
予
メ
申
進
置
候
也

五
月
十
八
日

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

一
箸
筒
皇
一
鍼

田
沢
、
高
階
之
事
取
調
候
処
、
既
二
文
部
省
へ
さ
し
出
有
之
候
よ
し
、

然
ル
ー
今
般
右
ヲ
取
消
、
一
度
二
大
ナ
ル
増
俸
ヲ
ナ
ス
ニ
ハ
何
程
二
候

哉
、
先
日
御
話
候
分
失
念
致
候
間
、
一
寸
御
申
越
被
下
度
、
右
額
ヲ
以

テ
内
々
一
応
相
談
致
試
可
申
哉
ト
存
候
、
両
度
之
分
ヲ
一
度
二
増
ス
額

ノ
ミ
御
申
越
被
下
候
得
ハ
、
よ
ろ
し
く
内
談
之
上
二
て
公
然
之
害
面
二

可
致
候
也

（
斎
藤
）

（
１
）
田
沢
・
…
：
田
沢
敬
輿
。
明
治
十
二
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
。
十
五

年
十
二
月
東
京
大
学
医
学
部
助
教
授
、
十
八
年
十
二
月
五
等
侍
医

と
な
る
。

（
２
）
高
階
…
：
高
階
経
本
。
明
治
十
二
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
。
明
治

十
五
年
十
二
月
東
京
大
学
医
学
部
助
教
授
と
な
る
。
明
治
十
六
年

八
月
秋
田
県
公
立
大
館
病
院
長
と
な
る
が
明
治
十
九
年
二
月
侍
医

に
任
ぜ
ら
れ
る
。

四
明
治
年
九
月
九
日

一
三
九
○
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

（
田
中
）
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（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

（
１
）

（
封
筒
裏
）
乞
御
報
廿
九
日
、
三
十
日
土
、
一
日
日
二
日
月
三
日

火例
之
件
文
部
省
へ
参
り
内
議
致
候
処
、
卿
輔
ニ
モ
少
々
意
見
有
之
、
何

分
決
定
二
至
り
不
申
困
申
候
、
就
て
ハ
毎
々
二
て
御
気
之
毒
之
至
り
御

坐
候
得
ト
モ
、
明
三
十
日
午
前
十
時
ョ
リ
十
二
時
迄
之
内
今
一
応
大
学

へ
御
出
頭
被
下
候
様
願
度
、
併
し
御
都
合
ハ
如
何
哉
、
午
後
ハ
小
生
ハ

大
祓
二
出
不
申
候
て
ハ
不
相
成
候
間
、
万
一
御
不
都
合
ナ
レ
ハ
無
拠
月

御
取
計
可
被
成
候
也

（
１
）

市
川
君
へ
申
述
候

医
学
部
増
給
之
分
、
先
日
被
差
出
候
ト
見
へ
伺
済
故
、
是
ハ
直
二
此
儘

二
申
付
候
て
よ
る
し
き
哉
、
其
辺
ハ
池
田
君
へ
貴
下
よ
り
御
相
談
二
て

三
一
三
五
（
加
藤
弘
之
）
欠

お
明
治
（
十
六
）
年
六
月
二
十
九
日

一
四
○
二
加
藤
弘
之
池
田
講
斎

（
１
）
市
川
。
：
…
三
学
部
庶
務
の
市
川
寛
繁
か

劉
明
治
年
月
日

（
斎
藤
）

拝
呈
益
御
清
福
奉
賀
候
、
小
生
去
ル
八
日
帰
京
仕
候
、
留
守
中
御
手

数
之
段
奉
謝
候
、
去
臘
中
ハ
何
寄
之
品
御
恵
贈
恵
贈
被
成
下
候
段
、
奉

謝
候
事
二
御
坐
候
、
借
少
々
御
相
談
申
上
度
儀
御
坐
候
二
付
て
ハ
、
明

十
二
日
午
前
之
内
大
学
歎
又
ハ
十
三
日
午
前
よ
り
午
後
一
時
頃
迄
之
内

二
、
理
学
部
へ
一
寸
御
出
頭
被
下
問
敷
哉
、
此
殿
御
願
申
上
候
ナ
リ

一
月
十
一
日
加
藤
弘
之

池
田
殿梧

右

（
田
中
）

曜
ハ
午
前
午
後
之
内
二
大
学
へ
御
出
頭
奉
願
候
也

（
２
）

六
月
念
九

妬
明
治
年
一
月
十
一
日

一
三
八
七
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

（
１
）
一
日
日
…
…
七
月
一
日
が
日
曜
日
な
の
は
明
治
十
年
代
で
は
十
年

と
十
六
年
で
あ
る
が
、
文
中
に
「
大
学
へ
御
出
頭
」
と
あ
る
の
で
、

後
者
と
推
定
さ
れ
る
。

（
２
）
前
注
よ
り
明
治
十
六
年
と
推
定
さ
れ
る
。

（
田
中
）
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（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

御
協
議
申
度
件
有
之
候
付
、
明
後
廿
七
日
午
後
一
時
大
学
江
御
出
頭
有

之
度
、
此
段
申
進
候
也

六
月
廿
五
日
加
藤
弘
之

池
田
謙
斎
殿

（
斎
藤
）

昨
日
御
申
越
之
人
物
取
調
候
処
、
右
ハ
人
物
も
よ
ろ
し
く
、
学
業
も
通

例
二
て
先
御
よ
る
し
き
方
二
有
之
旨
申
聞
候
、
此
段
申
上
候
也

十
一
月
三
十
日

（
斎
藤
）

（
封
筒
表
）
池
田

（
封
筒
裏
）
拝
答

幻
明
治
年
六
月
二
十
五
日

一
三
八
九
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

一
三
九
｜
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

羽
明
治
年
十
一
月
三
十
日

池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

（
封
筒
裏
）
鍼
サ
シ
上
置

小
生
来
廿
日
頃
出
発
致
度
二
付
て
ハ
、
不
在
中
何
分
宜
敷
奉
願
度
、
且

貴
下
二
て
代
理
御
受
持
被
下
為
致
度
、
尤
三
学
部
之
分
ハ
大
抵
ハ
服
部

心
得
居
候
間
、
唯
重
大
事
ノ
ミ
御
苦
労
相
願
度
此
段
只
管
奉
願
度
、
尤

参
館
可
相
願
候
処
、
何
分
多
事
罷
在
候
間
此
段
乍
略
義
書
中
二
て
相
願

候
也

十
一
月
十
七
日

拝
呈
、
小
生
明
日
出
立
往
返
二
週
間
程
豆
相
地
方
へ
罷
越
候
二
付
て
ハ

。
。

何
卒
代
理
之
事
宜
敷
御
願
申
上
候
、
尤
万
一
貴
下
御
旅
行
等
も
御
出
候

得
ハ
部
長
代
理
二
御
取
計
置
被
下
度
、
右
等
之
事
ハ
市
川
書
記
へ
御
申

付
被
下
候
て
宜
敷
御
坐
候
、
此
義
御
依
頼
申
上
候
也

十
二
月
廿
六
日
加
藤
弘
之

池
田
殿

四
明
治
年
十
一
月
十
七
日

一
三
九
三
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

釦
明
治
年
十
二
月
二
十
六
日

一
四
○
四
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

（
田
中
）

（
田
中
）
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拝
呈
、
永
来
御
疎
潤
申
上
候
処
愈
御
清
適
御
起
居
可
被
為
在
奉
恭
賀
候
、

妖
小
レ
ハ

（
１
）

太
政
轌
沙
書
記
官
兼
法
学
部
文
学
部
講
師
木
村
正
辞

右
之
仁
胃
弱
病
二
付
御
診
察
ヲ
願
度
候
間
予
メ
申
上
呉
候
様
申
聞
候
、

此
次
之
月
曜
日
即
六
日
午
前
参
上
可
致
候
間
、
乍
御
手
数
御
診
察
被
下

候
様
奉
願
候
也

三
月
四
日

（
田
中
）

（
１
）
木
村
正
辞
…
…
国
学
者
、
文
政
十
年
下
総
成
田
に
生
れ
る
。
和
学
所

頭
取
．
維
新
後
大
学
助
教
、
神
祇
官
文
部
省
七
等
出
任
、
太
政
官
権

少
書
記
方
等
を
歴
任
。
明
治
二
十
三
年
東
京
学
士
院
会
員
。
文
部
省

書
記
官
文
科
大
学
教
授
、
高
等
師
範
学
校
教
授
を
兼
ね
、
二
十
六
年

辞
官
、
の
ち
著
述
に
専
念
。
大
正
二
年
没
、
年
八
十
七
。

（
封
筒
表
）
池

（
封
筒
裏
）
鍼

王
明
治
年
五
月
三
十
日

一
四
一
九
（
加
藤
弘
之
）
欠

皿
明
治
年
三
月
四
日

一
四
○
五
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

池
田
謙
斎
殿
加
藤
弘
之

御
所
労
如
何
御
坐
候
哉
、
誠
二
御
無
沙
汰
申
上
候
、
併
し
両
三
日
前
よ

り
御
出
勤
卜
承
知
致
候
、
猶
十
分
御
加
養
奉
祷
候
、
借
少
々
急
二
御
相

。
。

談
申
上
度
件
有
之
候
処
、
明
後
十
三
日
午
後
十
二
時
過
二
大
学
迄
御
立

寄
被
下
候
事
御
都
合
可
相
成
哉
、
若
し
相
成
候
得
ハ
願
度
、
御
不
都
合

二
候
ハ
與
其
段
一
寸
御
答
被
下
度
、
尤
何
日
何
時
ナ
レ
ハ
御
差
支
ナ
シ

ト
申
事
御
通
知
相
願
度
奉
存
候
也

六
月
十
日

（
斎
藤
）

弧
明
治
年
一
月
二
十
五
日

三
一
三
九
（
加
藤
弘
之
）
欠

別
啓
来
ル
六
日
頃
教
師
饗
応
致
候
方
可
然
卜
存
候
、
文
部
卿
ニ
ハ
六

日
ニ
ハ
差
支
ナ
キ
由
、
他
日
ハ
い
る
／
、
差
支
ア
ル
由
二
付
て
は
、
何

卒
貴
下
ニ
モ
御
繰
合
せ
二
て
、
同
日
御
出
席
被
下
度
御
願
申
上
候
也
、

但
午
後
一
時
午
餐
之
積
り

五
月
三
十
日

（
斎
藤
）

羽
明
治
年
六
月
十
日

三
一
三
七
（
加
藤
弘
之
）
欠
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（
１
）

明
後
廿
七
日
別
課
卒
業
証
書
授
与
之
処
、
小
生
ハ
文
学
部
之
件
ニ
付
文

部
省
へ
参
り
不
申
候
て
ハ
不
相
成
事
出
来
候
二
付
て
ハ
、
何
卒
貴
下
御

出
部
被
下
、
右
証
書
御
交
付
被
下
候
様
相
願
度
、
此
義
御
依
頼
申
進
候
、

御
都
合
如
何
二
有
之
哉
、
御
不
都
合
之
事
有
之
候
ハ
蚤
服
部
又
ハ
部
長

に
も
相
托
可
申
候
得
共
可
成
貴
下
御
出
被
下
候
得
ハ
都
合
宜
敷
卜
存
候

也

－
１
｝

拝
呈
、
大
学
教
授
小
中
村
清
矩
、
右
之
仁
病
気
に
て
御
診
察
相
願
度
二

付
、
小
生
ヨ
リ
呈
害
願
呉
候
様
申
聞
候
間
、
此
段
可
然
奉
願
候
也

（
封
筒
表
）
池
田
謙
斎
殿
加
藤

（
封
筒
裏
）
小
中
村
清
矩
君
持
参

’
三
九
四
加
藤
弘
之
池
田
謙
斎

一
月
廿
五
日

（
斎
藤
）

（
１
）
別
課
。
：
…
東
京
大
学
医
学
部
内
に
併
置
さ
れ
た
課
で
、
修
業
年
限

は
三
年
、
毎
年
二
回
入
学
が
許
可
さ
れ
、
講
義
は
す
べ
て
国
語
で
行

な
わ
れ
、
実
地
修
業
を
主
と
し
て
医
術
の
速
成
を
目
的
と
し
た
。
明

治
十
八
年
四
月
募
集
停
止
と
な
っ
た
。

（
田
中
）

（
１
）
小
中
村
清
矩
．
．
：
：
三
河
碧
海
郡
に
ま
れ
る
。
和
学
所
講
師
。
明
治
十

弱
明
治
年
四
月
十
二
日

四
月
十
二
日

加
藤
弘
之

五
年
東
京
大
学
教
授
と
な
り
法
科
文
科
を
担
当
。
文
学
博
士
。
明
治

二
十
八
年
没
、
年
七
十
四
。


